
� 問題と目的

１．はじめに

近年、カウンセリングは新生児から高齢

者に至るまでの様々な領域において身近な

ものになってきている。特に学校現場では

カウンセラーの専門性が強く求められるよ

うになってきたと思われる。

２．聴覚障害者を対象とする研究の少なさ

聴覚障害をもつ児童生徒や学生も、その

障害から派生する様々な問題を考えると

き、発達障害と同様に、心理的な支援が必

要とされ、その重要性も十分に考えられ

る。

しかし、未だ聴覚障害者への心理的援助

聴覚障害者におけるカウンセリング来談妨害要因の解明
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要 約

本研究の目的は、青年期にある聾学校高等部の生徒を対象として、面接調査を行い、現

在のカウンセラーやカウンセリングに対するイメージ、聴覚障害者が考える聴覚障害を専

門とするカウンセラーに求めることなど、彼らの来談選択に伴う妨害要因を明らかにする

ことであった。予備調査では、質問項目の内容が伝わり易いものか、目的に沿った質問が

できているか等、本調査で使用する質問項目の作成と改善および面接構造の設定をするた

めY特別支援学校に在籍する高等部生１名に口話と筆談による面接調査を行った。予備調

査で得られた結果を基に、本調査では、２名の手話通訳士を介した半構造化面接を、X県

立聾学校に在籍する４名の生徒に対して行った。本調査では主に、カウンセリングやカウ

ンセラーのイメージ、聴覚障害専門のカウンセラーについて、カウンセリングでの手話に

ついて、自分自身がカウンセラーだったとしたらの４点を中心に質問を行った。面接調査

で得られた結果を事例研究として聴覚障害者におけるカウンセリング来談について考察し

た。その結果、妨害要因として次の５つが考えられた。�カウンセリングに関する情報の
少なさ、�カウンセラーが身近な存在でないこと、�カウンセラーの聴覚障害への理解不
足、�ことばの問題、�カウンセラー側の先入観が作り出す壁。

【キーワード】聴覚障害者 心理的援助 カウンセリング
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および心理臨床面接報告は他の分野に比

べ、圧倒的にその報告は少ない。

聴覚障害者に対する心理的援助や臨床心

理学的研究に関心が集まり注目されるよう

になってきているものの、わが国における

聴覚障害児・者に対する心理臨床は途上に

ついたばかりであるとしている（村瀬、

１９９９）。また滝沢（１９９６）は、精神科で治

療をうけている聴覚障害者の特徴や、治療

場面での聴覚障害者のコミュニケーション

の実態について報告した際に、聴覚障害者

への無理解やコミュニケーションのむずか

しさからの誤診の可能性や、手話ができる

治療者の少なさの問題を取り上げ、聴覚障

害者の精神医療の遅れを指摘している。

３．聴覚障害者の心理臨床

藤巴（２００１）は、従来の研究では、「ろ

う者」あるいは「聴覚障害者」という名の

もとに一括りされてきており、難聴者、中

途失聴者、高齢者など、ろう教育の対象外

にある一群については関心がよせられてこ

なかったことを指摘し、その上で「聴覚障

害」という一括りではなく、対象の細分化

と多様化の重要性について述べている。

コミュニケーション手段についても、聴

覚障害者をとりまく環境や教育によってさ

まざまである。

４．聴覚障害者の心理的援助におけるコミ

ュニケーションの壁

現在、日本では専ら健聴者が占める援助

者と、対象者との間にコミュニケーション

の壁が大きく立ちはだかっているというこ

とである（藤巴、２００１）。

GlickmanとHarvey（２０１０）は、米 国 と

英国からの関連論文の調査の中で、心理療

法での聴覚障害者の対象と臨床医の間に起

こりうるコミュニケーション問題には、コ

ミュニケーション手段の違いによることが

信頼感に影響を大きく及ぼしているとして

いる。

田中（２０１２）は、心理面接というより適

切な治療環境を設定することは場が安全基

地となる必要があり、そのためにクライエ

ントに応じたコミュニケーション手段の保

障は欠かせないことの重要性について述べ

ている。

５．聴覚障害者の心理臨床の問題と課題

治療者とクライエントのやりとりは常に

音声言語であることを前提として疑うこと

なく心理療法が提供されている現状があ

る。

しかし聴覚障害者とのかかわりの中で

は、そうした前提について再考を迫られる

事態に治療者は身を置くことになる（田

中、２０１２）。

一般的な意味での心理療法や心理アセス

メントには音声言語が前提とされている。

この前提が、聴覚障害者の文化に開かれ

ることなく、結果として、治療環境が整わ

ずに、ケースの中断や終了といったことが

少なくないと思われ、そうしたことがケー

ス報告の少なさに表れているのかもしれな

い（田中、２０１２）。

そもそも、聴覚障害者がカウンセリング

のニーズを感じ、その機会を得ようとした

際、身近に情報があるか、カウンセリング

機関への連絡手段は何か等、治療者が“あ

たりまえ”としているところに、聴覚障害

者への壁を作っているのかもしれない。
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藤巴（２００１）は、聴覚障害者を理解する

ときの課題として、障害についての診断的

視点により理解ではなく、心理臨床的援助

といった双方の関係性が重視される領域に

おいては、文化的視点に基づく理解が重要

であり、また有益であると述べている。

聴覚障害者にも開かれたカウンセリング

について考えていくために、現在の聴覚障

害者の来談に最も妨げとなっているもの

は、どんなものなのか。聴覚障害者がカウ

ンセリングのニーズを感じても、カウンセ

リングをとりまく環境そのものが聴覚障害

者のカウンセリング来談への抵抗感につな

がっているのではないだろうか。また聴覚

障害について適切に理解し、カウンセラー

自身が手話などのコミュニケーションが行

える聴覚障害者専門のカウンセラーがいた

とすれば、聴覚障害者は来談しやすいので

はないだろうか。

６．目的

本研究では、青年期にある聾学校高等部

の生徒を対象として、面接調査を行い、現

在のカウンセラーやカウンセリングに対す

るイメージ、聴覚障害者が考える聴覚障害

を専門とするカウンセラーに求めることな

ど、彼らの来談選択に伴う妨害要因を明ら

かにすることを目的とする。

なお本稿では、面接調査を事例研究とし

て聴覚障害者におけるカウンセリング来談

について考察したい。また聴覚障害者の来

談選択に伴う妨害要因ということに重点を

おいているため、個々の事例について掘り

下げるというよりは、それぞれの発言を基

にして妨害要因について考察する。

� 方法

１．調査対象者

聾学校高等部に在籍する生徒を対象と

し、学校や本人から調査協力同意を得られ

た１５～１８歳までの男女５名を対象とした。

（１） 予備調査

予備調査はY特別支援学校高等部に在籍

する男性１名に対して行った。この結果か

ら得られたデータをもとにした質問項目を

使用して本調査を行った。

（２） 本調査

本調査はX県立聾学校高等部に在籍する

男性１名、女性３名であった。

（３） 対象者選定について

これらの高等部生を対象としたのは、心

理的な悩みを抱えやすい青年期に入る学生

であることがあげられる。青年期にある大

学生の聴覚障害者も対象とするべきかと思

われたが調査協力者確保が難しかったため

高等部生とした。

さらにカウンセリングについての質問内

容について理解し、自分の考えを述べるこ

とができる年齢であることや手話のできな

い調査者との面接で手話通訳を介しながら

やり取りができる、もしくは口話でのやり

とりができると考えられたからである。

２．調査時期

調査期間は２０１３年６月～８月である。

研究の主旨を理解し同意の得られた調査

協力機関及び調査協力者に、調査内容は研

究目的のみ用い、プライバシーの保護に厳

重な注意を払うこと、調査途中でも中断が

可能であり自由意思でインタビューに応じ

てもらうことなどを事前に文面で説明し、

論文に掲載する許可を得た。
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（１） 予備調査

予備調査は２０１３年６月に実施した。実施

時間は、２時間であった。

（２） 本調査

本調査は２０１３年８月に実施した。実施回

数は４名に各１回で、１人あたり約３０分の

面接を個別に行った。

３．調査手続き

面接調査法で行った。

面接調査では、主に調査者との口話を主

として行い、補助として手話通訳を利用し

た。

面接調査法の中でも、調査対象者への負

担や手話通訳者との契約などを考え、半構

造化面接を実施した。

実施場所は調査協力先の聾学校、または

調査協力者から指定された場所で行った。

予備調査、本調査のどちらも実施前に再

度研究の主旨を伝え、個人情報の管理およ

び研究目的や面接の流れを説明した書面へ

の署名をもって同意とした。

（１） 予備調査

予備調査では、調査者が用意したフェイ

スシートや質問内容に実際に答えてもらっ

た後、その内容や言葉の意味が、理解しや

すく伝わりやすいものかを確認し、本調査

で用いる質問内容を作成および修正するこ

とを目的とした。

本調査を行う前に、質問内容の調整や面

接の手続きについての確認のために予備調

査を行った。予備調査では、面接対象者に

年齢、性別、相談歴をフェイスシートに記

入してもらった後、カウンセリングについ

てのイメージ、カウンセラーのイメージ、

聴覚障害者専門のカウンセラーがいた方が

よいか、カウンセリングへの要望、手話通

訳がいた方が話しやすいかの５項目の質問

を行った。

インタビューが終了した後、質問の内容

が調査対象者に伝わりやすいものだった

か、また調査者の必要な情報は、どのよう

な質問項目にすれば得ることができるか。

インタビューの仕方や手話通訳の配置につ

いて等、面接対象者に自由に回答してもら

った。

調査対象者は口話が可能であったため、

調査中は口話や筆談を用いて行った。

（２） 本調査

本調査では予備調査で得られた情報を基

に作成および改善したフェイスシートと質

問項目を使用した。

対象者間での面接内容をある程度統一す

るために、面接調査の実施に先立ち、具体

的な質問項目をまとめたチェックリストを

作成した。このチェックリストは、主に調

査者と手話通訳者の面接の構造の整理や把

握を助けるものとして用い、質問の枠内で

あれば可能な限り対象者の語りを尊重する

こととした。

本調査では、手話通訳を利用した。調査

者が口話で話し、同時に手話通訳者が隣で

通訳を行った。手話通訳者は、２名の県公

認の手話通訳を利用した。通訳者は面接

中、調査者の左隣に座り、面接対象者が調

査者の口の動きと手話通訳者の手話を交互

に見ることのできる形をとった。

手話通訳者の配慮により、わからない単

語や手話通訳を読み取れなかった説明につ

いてはどんなことでも教えてほしい旨を伝

えた。
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４．倫理的配慮

なお、本研究は、跡見学園女子大学文学

部臨床心理学科倫理委員会において承認を

受けた（申請番号１３００２）。

� 結果

１．予備調査

本調査実施前に予備調査を行った。予備

調査では特別支援学校高等部に在籍するE

男（男性）を対象とした。面接の構造や面

接対象者との面接方法等について聴覚障害

者の視点からの問題点や改善点についての

助言をいただいた。

E男は、中学生の時にカウンセラーを利

用した経験があり、カウンセリングやカウ

ンセラーという言葉についてスムーズに理

解し答えてくれた。また面接場面で「わか

らない言葉があったら気軽に聞いても良い

ということを丁寧に伝えた方がいいです。

質問も一つ一つ理解できたか、伝わった

か、というようなことを確認したほうが良

いです。」と伝えてくれ、面接の手段につ

いても面接対象者に合わせて変えた方がよ

いことや手話通訳を利用することを勧めて

くれた。

質問内容の中のカウンセリングのイメー

ジについては、「小学生の時は、母がカウ

ンセラーの人と知り合いだったので利用し

ました。その先生は手話ができたので手話

でやりとりをしていました。今もカウンセ

リングを利用しようかなと思うときはたま

にあるけれど、電話番号しか掲載されてい

ないところは、聴覚障害について理解がな

いなって思ってしまう。カウンセリングと

いうものは健聴者の人が使うような別世界

のように感じて、あえてカウンセリングを

するよりも、家族や先生に話した方が解決

するし楽だなと思う。」と答えた。

この予備調査で得られた結果やEからの

助言を基にして、フェイスシートには新た

に日常でのコミュニケーション方法を記入

する欄を付け加え、面接で使用する質問内

容は文面などを伝わり易く改善し質問項目

としてまとめ、本調査で用いた。

２．本調査

X県立聾学校高等部に所属する学生A（男

性）、B（女性）、C（女性）、D（女性）を対

象とした。

面接調査で語られた内容から、質問項目

に沿い特に重要であると思われたものを以

下に提示する。記録された面接内容はすべ

て文字に起こし、その全体像の把握に努め

た。また、面接中の雰囲気や調査者の所感

にも注意を向け、その理解に活用した。な

お、個人情報の保護を目的とし、語り手を

特定かしてしまう情報については若干の変

更を加えている。

また逐語で起こされたものは、口話での

やりとりが可能だった面接対象者以外は、

手話通訳者の通訳を言語化してもらうなど

した。

口話でのやりとりが可能だった場合も、

文章のつなぎ等を本質を損なわない程度に

調査者が変更を加えている。

各調査者のフェイスシート結果は、表１

にまとめた。

（１） カウンセリングの必要性を感じたこ

とがあり、カウンセリング経験がない

A男

１）A男に対する面接調査

A男は、カウンセリングを利用した経験
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がなく、カウンセラーやカウンセリングに

ついては理解できるものの、どういう場合

に利用しどのようなことが自分に与えられ

るのかを知らないことでどう答えていいか

考え込む様子が伺えた。A男への面接調査

では以下のような結果が得られた。

２）カウンセリング等のイメージについて

�カウンセラーについてのイメージはど
のようなものか。という質問では「悩みが

あった時に相談をしにいけるイメージ」と

答えた。�カウンセリングについてのイ
メージはどのようなものか。という質問で

は、「ちょっと難しい」とだけ答えた。

３）聴覚障害者専門のカウンセラーについ

て

�聴覚障害者専門のカウンセラーはいた
方がよいか。の質問では「良いと思う。」

と答え、その理由を「就職したときに、そ

の職場の人と話がうまくいかなかったりし

たときに通訳がいると話の内容がわかるか

ら。」と話した。�聴覚障害専門のカウン
セラーがいないカウンセリングはどうか。

という質問では「いかない。」と答えた。

�聴覚障害専門のカウンセラーがいたらカ

ウンセリング利用するか。については「自

分が十分その人のことを知っているならし

たい。」と答え、同じく�聴覚障害専門の
カウンセラーへの条件や望むことはどのよ

うなことか。という質問でも「自分がその

人のことをよく知っている人に相談した

い。それだけです。」と話した。�聴覚障
害専門ではないカウンセラーに望むことは

なにか。については、「口を大きくあけて、

話がわかりやすい人がいい。」と答えた。

４）カウンセリングでの手話について

	手話通訳を介したカウンセリングはど
う感じるか。の質問では手話通訳者の介入

について、「３人だと言いにくい。通訳が

いると相談しにくい。２人だったらできま

す。」と答えた。
カウンセリングの中で
の手話の印象については、「手話ができる

とう

まく話が進むが、できないと進まないと

いうイメージがあります。」と答えた。

５）自分自身がカウンセラーであったら

�自分がカウンセラーになったら聴覚障
害者にどのようなことをしたいか。という

質問には「できれば手話が使えた方がいい

表１．本調査フェイスシート結果

〈１〉
年齢

〈２〉
性別

〈３〉来談
の必要性
を感じた

〈４〉〈３〉の理由
〈５〉相談
歴の有無

〈６〉“ある”来談時の様子
〈７〉“ない”
の理由

〈８〉日常の会話

A男 １５歳 男性 ある
どうやって耳が聞こえ
る人とコミュニケーシ
ョンはできるか？

ない
利用する必要
がなかった

「家族とは口話でコミ
ュニケーションをと
り、学校では手話を使
っている。」手話・口話

B子 １７歳 女性 ある

悩み事があるときに話
を聞いてくれるような
存在が必要だと思うの
で。

ある

（機関）病院、（利用期間）
１年ぐらい、（利用時の印
象）話しやすかったので、
次も利用したいと思えた。

口話・手話

C子 １６歳 女性 ある

誰かに言ったりした方
が自分もすっきりする
し、意見ももらえたり
するので。

ある

言ったことをきちんと聞い
て自分の身になって考えて
くれたりしたので話しやす
い印象でした。

口話・手話

D子 １６歳 女性 ない ない
「手話か口話を使って
います。」手話・口話
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と思う。」と答えた。

（２） カウンセリングの必要性を感じたこ

とがあり、カウンセリング経験がある

B子

１）B子に対する面接調査

B子はカウンセリングの経験があり、カ

ウンセラーやカウンセリングについてはど

ういうものか知っていると答えた。B子は

カウンセリングを受けた際には口話でのや

りとりを行っており、今回の面接調査の場

面でも、ほぼ口話でやりとりを行った。B

子への面接調査では以下のような結果が得

られた。

２）カウンセリング等のイメージについて

�カウンセラーについてのイメージはど
のようなものか。という質問や�カウンセ
リングについてのイメージはどのようなも

のか。という質問について「（カウンセ

ラーのイメージは）優しいというか、相談

に乗りやすいというイメージがあります。

（カウンセリングのイメージは）受ける前

は何を聞かれるんだろうってちょっと怖か

った。実際に受けてみると怖くなかった。」

と来談する前の気持ちと来談後の気持ちの

両方を話した。

３）聴覚障害者専門のカウンセラーについ

て

�聴覚障害専門のカウンセラーはいた方
がよいか。という質問では、「聴覚障害を

持っている人にとってはたぶん手話ができ

た方がいいと思います。」と答え、次の�
聴覚障害専門のカウンセラーがいないカウ

ンセリングはどうか。という質問では、

「私は手話がなくても会話ができるので大

丈夫だと思うけど、私よりも手話が使えな

く手話じゃないとコミュニケーションが取

れない人にとってはちょっと不便だと思い

ます。」とその理由を話した。�聴覚障害
専門のカウンセラーがいたらカウンセリン

グ利用するか。の質問の中で＜例えば聴覚

障害者のカウンセラーと健聴者のカウンセ

ラーではどちらが相談しやすいか＞と付け

加えたことに対して、「健聴者の方が相談

しやすい。周りに聴覚障害者がいないの

で、その大人の人と話したことがないので

逆に話しにくいかも。」と話した。�聴覚
障害専門のカウンセラーへの条件や望むこ

とはどのようなことか。については、「手

話ができる人で、聴覚障害について理解を

している人がいい。」と答えた。�聴覚障
害専門ではないカウンセラーに望むことは

なにか。という質問では、�の質問に付け
加える形で「聴覚障害の人はほとんどの人

が“聞こえるふり”をしてしまうので、ち

ゃんとわかったのかっていうのを確認して

くれる人がいい。自分から言えない人もい

ると思うので。」と答えた。

４）カウンセリングでの手話について

	手話通訳を介したカウンセリングはど
う感じるか。という質問では「手話通訳者

がそばにいると話がいいにくいと思いま

す。」
カウンセリングの中での手話はど
のような印象があるか。という質問では、

「（カウンセリングの中で）手話を使えた

方がいいと思います。」と話した。

５）自分自身がカウンセラーであったら

�自分がカウンセラーになったら聴覚障
害者にどのようなことをしたいか。につい

て「その人の悩んでいることを聞いてあげ

られたらと思います。障害をもっているの

は同じなので理解しあえると思います。」

と話した。
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（３） カウンセリングの必要性を感じたこ

とがあり、カウンセリング経験がある

C子

１）C子に対する面接調査

C子はカウンセリングを利用した経験が

あり、カウンセリングやカウンセラーにつ

いて、どのようなものか知っていると答え

ている。Cへの面接調査では以下のような

結果が得られた。

２）カウンセリング等のイメージについて

�カウンセラーについてのイメージはど
のようなものか。という質問では、「話し

やすいっていうか。自分からいいやすいな

っていう感じがあります今は。前は自分か

ら話したいと思わなかったので。話したい

とも思わなかったけど、ある時に自分から

１回話してみようかなって思ったので話し

ていました。どういう風にしてくれるのか

なとかそういうのもあまりよくわからなか

ったので、ああカウンセリングの人がいる

んだとしか思っていなかったです。」と話

した。�カウンセリングについてのイメー
ジはどのようなものか。の質問では、「悩

みも聞いてくれたりして自分のいいところ

も教えてくれたりするので、今は困ったら

相談しに行こうって思えるかなっていう。」

と話した。

３）聴覚障害者専門のカウンセラーについ

て

�聴覚障害専門のカウンセラーはいた方
がよいか。の質問では、「私は口話でも問

題ないんですけど、口話でもはっきりしゃ

べってくれたりとか、口の形がはっきりし

てればいいと思うし、手話が使えればより

話しやすい幅が広がるんじゃないかと思い

ます。」と話した。�聴覚障害専門のカウ

ンセラーがいないカウンセリングはどう

か。の質問では、「実際口話がしゃべれな

い子が相談したいなって思って行ったとし

ても会話が成り立たないんじゃないかなっ

て。筆談ができたとしても言葉で表すのが

難しいので文章もあまりできないんじゃな

いかなと思うので、手話ができたらやりや

すいんじゃないかなと思うかな。」と話し

た。�聴覚障害専門のカウンセラーがいた
らカウンセリング利用するか。の質問で

は、「手話ができた方がお互いやりやすい

んじゃないかなという意味では幅が広がる

んじゃないかなと思います。」と答えた。

�聴覚障害専門のカウンセラーへの条件や
望むことはどのようなことか。の質問で

は、「条件としては、私だったら手話を使

えた方がいいと思うんですけど、アドバイ

スがほしいっていうか。（自分が）聾だけ

の世界になっているので、他の、一般の世

界も知っているから、それのアドバイスを

求めてたりするので、そういうのも相談の

中でいってくれたりする方がいいかなとい

うそれが条件かなと思います。」と話し

た。�聴覚障害専門ではないカウンセラー
に望むことはなにか。という質問では、

「もし手話が使えなくて、一方的に話しか

けられてしまうとこっちから壁をつくっち

ゃうと思うので。そうすると聾のこと理解

してないのかなって先入観にとらわれてし

まうと思うので、『筆談が必要ですか？』

とか相談の前に聞いてくれれば、筆談じゃ

なくて口話がいいですとか。もしかしたら

自分から聞けないかもしれないので。そば

に筆談の道具があれば、あ、理解してくれ

てるのかなって思うので。そういうのがい

いと思います。」と話した。
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４）カウンセリングでの手話について

�手話通訳を介したカウンセリングはど
う感じるか。の質問では、「私は口話でも

問題ないので、ある意味ちょっと大変かな

っていう。こっち（カウンセラー）見なが

ら、こっち（通訳者）も見るっていうので

大変、わかるところもあればわからないと

ころで見なきゃいけないので、いてくれた

ら安心ではあるんですけど、できれば自分

（カウンセラー）でできた方が、口の形と

かまっすぐ見て集中して聴けるので、私だ

ったら（カウンセラーがが）手話ができる

方がありがたいかなって思います。」と話

した。�カウンセリングの中での手話の印
象はどのようなものか。の質問では、「手

話を使えた方が安心感があるかなとは思い

ます。口話だけでも問題はないんですが、

聞き返すのにも抵抗があるっていうか。

（相手に）２回以上聞き返すと諦められち

ゃうっていうのがあるので必死に聞こうと

するんですけど、やっぱり聞き返すのも申

し訳ない気持ちになっちゃうので。手話が

できた方が自信が一応持てるかもとは思い

ます。」と話した。

５）自分自身がカウンセラーであったら

�自分がカウンセラーになったら聴覚障
害者にどのようなことをしたいか。という

質問では、「聾の中にいると世の中を知ら

なさすぎると思われがちなので、そういう

アドバイスとか、聾ならではの悩みとかを

聞いて一緒に共感できるっていう。自分も

相手の身になって考えたり、アドバイスし

たりってできるカウンセラーになりたいか

なって思います。」と答えた。

（４） カウンセリングの必要性を感じたこ

とがなく、カウンセリング経験がない

D子

１）D子に対する面接調査

D子は、カウンセリングを利用した経験

がなく、カウンセラーやカウンセリングに

ついても言葉の意味は理解できるものの、

どういうものかわからないため、「難し

い」と何度も話、どう答えていいか考え込

む様子が伺えた。D子への面接調査では以

下のような結果が得られた。

２）カウンセリング等のイメージについて

�カウンセラーについてのイメージはど
のようなものか。という質問では、考え込

んでいたため＜難しかったですか？＞と聞

くと、「カウンセラーっていう言葉はわか

るけど、どんなっていうと、わからな

い。」と答えた。�カウンセリングについ
てのイメージはどのようなものか。の質問

でも同じように考え込んだため、＜悩みが

できたときは誰に相談しますか。＞と聞く

と、「相談室場所は保健室でしています。」

と答えた。

３）聴覚障害者専門のカウンセラーについ

て

�聴覚障害専門のカウンセラーはいた方
がよいか。「思います。」と答えた。�聴覚
障害専門のカウンセラーがいないカウンセ

リングはどうか。という質問では、「手話

ができますか？」と調査者に聞いたため

＜手話ができる方がいいですか？＞と尋ね

ると、「口話ができるから。」と答えた。そ

の後、「（手話ができるか）もしくは筆談で

きるかが心配。（人に対して）手話はあま

り出せない。手話を使うときもあります。」

と話した。	聴覚障害専門のカウンセラー
がいたらカウンセリング利用するか。の質

問では、「はい、したいと思います。」と答
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えた。�聴覚障害専門のカウンセラーへの
条件や望むことはどのようなことか。とい

う質問では「特にないです。」と答え、次

の�聴覚障害専門ではないカウンセラーに
望むことはなにか。という質問でも「ない

です。」と答えた。

４）カウンセリングでの手話について

�手話通訳を介したカウンセリングはど
う感じるか。という質問では、「通訳がい

るのでいいんですが、通訳さんがいないと

ころで話ができた方がいいと思います。

（手話ができなくても）口話ができるし、

筆談もできるし、いない方がいいです。」

と話した。�カウンセリングの中での手話
の印象はどのようなものか。という質問で

は、「カウンセラーさんが自分で手話がで

きる人ならいいです。やりたいです。」と

答えた。

５）自分自身がカウンセラーであったら

�自分がカウンセラーになったら聴覚障
害者にどのようなことをしたいか。につい

ては、考え込んだ結果「難しいです。」と

答えた。

� 考察

１．来談選択に伴う妨害要因について

今回の調査では、聴覚障害を持つ高等部

生が、カウンセリングやカウンセラーを必

要と感じていること、聴覚障害を理解し、

「手話」等の視覚言語でのやりとりができ

るカウンセラーがいれば来談するという語

りが多く聞かれた。聴覚障害を持つ高等部

生は、様々な世界を知りたいと思ってお

り、健聴者ともいかにかかわっていくか、

どうしたらコミュニケーションがとれるか

についてのアドバイス等を強く求めてい

る。

しかし、来談経験のある生徒が４人中２

人だったことや情報の少なさから、今まで

そういったことにまで支援を行うカウンセ

ラーが身近にいなかったということの表れ

でもあったと思われる。とはいえ対象者の

少なさから断定的なことは言えない。

聴覚障害をもつ高等部生は、社会へ出て

いきたい、社会と関わりたいという気持ち

を強くもっていることが伺えたが、その気

持ちを実現するには、聴覚障害を理解して

くれる人が少なく情報も入ってきにくいた

め、どうしても聴覚障害だけの世界になっ

てしまうと思われる。そこには支援者側の

聴覚障害者への「難しいだろう」という先

入観や情報の少なさによる「わからなさ」

や「行きたくなさ」があると思われる。聴

覚障害について考えるときには「ことばの

問題」が取り上げられるが、聴覚障害者に

とってはまず聴覚障害について支援者がき

ちんと理解していることがカウンセリング

来談の際にとても必要なことである。こと

ばの問題は、障害を理解したその次のステ

ップであり、障害を理解しているからこそ

様々なコミュニケーションの手法がきちん

とわかるのではないかと思われる。

聴覚障害者の心の問題を考える際に、障

害を理解することではなく聴覚障害者のコ

ミュニケーションの問題にすり替えてきた

のではないだろうか。聴覚障害をもつ高等

部生は健聴者の世界も、聾の世界も、聴覚

障害の世界も、とにかくいろいろな世界と

関わることを望み、そのために幅広い情報

を知りたいと願っている。そういった聴覚

障害者ならではの心問題や障害の特性など

を理解して支援してくれるカウンセラー
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が、もっと身近にいることが求められてい

ると考える。

聴覚障害者専門のカウンセラーや聴覚障

害者カウンセラーの育成は一つの手段であ

り、カウンセラーは、何か一つの障害だけ

を理解し、他の障害を「難しいだろう」と

してしまうのではなく、どの障害にもある

一定の知識や理解をもって関わることがで

きるようにする努力が求められていると思

われる。

聴覚障害者が来談しやすい聴覚障害の文

化に開かれた治療環境を整え、来談した際

にはその障害を理解したカウンセリングが

行えるよう、カウンセラーは日々学んでい

く必要があると考えられる。

以上のことから、聴覚障害者の来談選択

に伴う妨害要因は大きく５つあると言えよ

う。

�カウンセリングに関する情報の少なさ
�カウンセラーが身近な存在でないこと
�カウンセラーの聴覚障害への理解不足
�ことばの問題
�カウンセラー側の先入観が作り出す壁

２．問題と今後の課題

今回の研究ではデータの少なさから断定

的なことは言えないという問題がある。

この研究については今後は質問方法の検

討や対象者の拡大、また発達段階や障害の

程度を考慮し調査を進めていく必要がある

と考えられる。
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